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平成２４年度第１回習志野市社会教育委員会議議事録 

 

日  時：平成２４年７月２４日（火） 午後３時３０分から午後４時４０分まで 

場  所：教育委員会１階大会議室 

 

出席委員：小柳 茂委員、鈴木 喜代秋委員、春名 和美委員、鮎川 由美委員、 

山本 文男委員、中野 和寿子委員、三代川 寿朗委員、桐生 庸介委員、 

槇 英子委員、竹内比呂也委員 

 

出席職員：植松教育長、市川生涯学習部次長、及川生涯学習部副技監、上野社会教育課長、 

片岡生涯スポーツ課長、浅野目青少年課長、新井青少年センター所長、佐々木 

菊田公民館長、寄主市民会館長、井澤大久保図書館長、生涯スポーツ課 森下主幹、 

社会教育課 猪股主幹、大久保図書館 岡野主幹、社会教育課 河栗係長、増田 

 

 

会議次第 

委嘱状交付（進行：生涯学習部次長） 

～開会～ 

１．教育長挨拶 

２．委員自己紹介 

３．職員紹介 

４．社会教育委員の職務について 

５．委員長・副委員長選出 

  委員の互選により、委員長に鈴木喜代秋委員、副委員長に春名和美委員を選出 

６．委員長・副委員長挨拶 

 ７．議事録署名人選出 

   委員長から、小柳茂委員と鮎川由美委員を指名 

 ～議事～ 

８．報告事項（進行：鈴木委員長） 

（１）平成２４年習志野市議会第１回定例会及び第２回定例会一般質問について 

    社会教育課長から資料のとおり説明 

 

（２）平成２４年度生涯学習部予算の概要及び主要施策別重点事業について 

社会教育課長、生涯スポーツ課長、青少年課長、青少年センター所長、 

菊田公民館長、大久保図書館長から資料のとおり説明 
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【質疑】 

委員  

配布資料 24～25頁の「主要施策別重点事業及び予算・担当課」について、見方を教えて

いただきたい。資料の中の予算額が記入されていない事業がいくつかみられるが、予算額

が入っている事業と入っていない事業の違いは何か。 

 

社会教育課長 

 資料 24 頁の見方としては、表左から“主要施策”“重点事業”とあり、今年度どのよう

な内容の事業を行うかが記載されている。それに対する予算額が、各重点事業の右に記載

されている。予算がついていない事業とは、既存の事業及び職員で対応できるものを意味

し、予算がついている事業とは、その事業だけのためのお金が確保されていることを意味

する。 

 

（３）平成２４年度社会教育関係団体に対する活動補助金について 

社会教育課長から資料のとおり説明 

【質疑】 

委員 

 社会教育関係団体に対する補助金について、今年度中に廃止を含めた見直しが検討され

るということであったが、“廃止”も有りうるのか。 

 

社会教育課長 

 ３年前、経営改革推進委員会において、市の補助金を全般的に見直すという方針が出さ

れ、団体の育成に関する補助金については、その団体が独立して運営していけると確認で

きた段階で“廃止”にするという方向性となった。それを受けて、生涯学習部の補助金団

体については、各代表者と今後の対応をどうするか協議した経過がある。しかしながら、

方針が出されてから３年が経過した昨年度において、市全体的に当初の目標に達しなかっ

たため、今年度中に新たに方針が出る予定である。 

 

委員 

 インターネットによる（スポーツ）施設予約がこの８月１日から始まるということだが、

習志野市は他市のそれとは異なり、スポーツ施設のみの予約ということでよろしいか。 

 

生涯スポーツ課長 

 スポーツ施設のみである。 

 

（４）各種審議会等委員の名簿について 

    社会教育課長から資料のとおり説明 
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（５）新規指定管理者制度導入施設の経過報告 

（東習志野図書館、新習志野図書館、藤崎図書館、谷津図書館、市民プラザ大久保） 

    社会教育課長から資料のとおり説明 

【質疑】 

委員 

 祝日開館について確認だが、大久保図書館は指定管理者になったわけではないけれども

祝日開館を実施しているということでよろしいか。 

 

大久保図書館長 

 図書館の条例改正を行い、市内全体の５つの図書館で祝日開館の取り組みを開始したと

ころである。 

 

委員 

 ということはつまり、指定管理者を導入したから祝日開館が可能になったということに

はならないのではないか。 

 

大久保図書館長 

 直接的な部分では確かに、そのようなお考えになるかとも思われる。しかし、図書館の

人員配置がなかなか厳しい中で、５館直営時の職員体制では祝日開館の実施は難しかった

経過はある。 

 

委員 

 市民プラザ大久保について、こども達を対象とした様々な事業の拡充を図ろうとしてい

るのは大変よいことだと感じる。自主事業は、すべて、指定管理である一般社団法人あっ

たか大久保ひろばによる企画・運営と考えてよろしいか。それとも、市側の関与もあるの

か。 

 

社会教育課長 

 事業の企画自体は、指定管理者に一任している。ただ、自主事業も限られた時間の中で

の取り組みであり、自主事業だけで施設利用が埋まってしまうというわけにはいかないの

で、その辺のバランスを市として管理している。 

 

委員 

 市民プラザ大久保は二中学区に設置されているということもあり、中学校吹奏楽部のコ

ンサート等を開催できればと、指定管理者側と相談させていただいている。岡田代表理事

を中心に様々な取り組みをされているので、今後、地域の中学生にも足を運ぶように呼び
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かけていきたい。 

（６）外郭団体について（文化ホール、スポーツ振興協会） 

    社会教育課長から資料のとおり説明 

 

 ９．協議事項 

（１）平成２４年度各種大会及び会議日程と出席者について 

    事務局から資料のとおり説明 

   ※出席委員については、後日、事務局で調整のうえ各委員へ連絡 

 

（２）平成２４年度第２回習志野市社会教育委員会議の日程について 

  平成２４年２月１４日（木）午後１時３０分から 教育委員会１階大会議室 

  ※年明けに改めて通知文書を各委員へ郵送 

 

１０．その他 

   社会教育課長から、社会教育委員での施設研修について提案 

   平成２４年９月３日（月）に千葉大学附属図書館で施設研修を行うことを決定 

 

 

～閉会～ 
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議事録署名 

 

 

                

 

 

 

                


